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研究成果の概要（和文）：本共同研究は、「議会運営における時間」の問題を国際的な視野で研究することによ
り、日本の国会が直面している諸問題（国会審議の形骸化・空洞化）の原因を明らかにするとともに、それらを
解消・克服するための方策を探究するべく遂行された。その成果の一部は、令和2年2月に刊行された『議会審議
の国際比較【議会と時間】の諸相』（北海道大学出版会）において公表した。その中で、外国の研究者や日本の
実務家との研究会活動を通じて得られた知見に基づいて、会期不継続の原則の廃止、事前審査制度の廃止、通年
会期制の採用などの具体的な提言を行っている。

研究成果の概要（英文）：This studies was cariied out by the investigating the problems of "the Time 
in the Parliament" in an international vision, for the purpose of clarlifying them. Furthermore, we 
researched the policies to solve those problems and proposed them. Concretely,we proposed the 
abolition of the principle of noncontinuance of the session, the adoption of the annal session's 
system etc.. 

研究分野：憲法学

キーワード： 公法学　憲法学　議会法　議会審議　議院内閣制
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研究成果の学術的意義や社会的意義
議会運営や議会審議については、今までは主に政治学の分野で研究が進められてきたように思われる。憲法学の
分野ではあまり積極的には取り組まれてこなかった。加えて、実務家との交流も活発ではなかった。本共同研究
は、そうした研究動向の中にあって、外国の議会法研究者や日本の実務家との交流を通じて、国際的視野での学
問的な研究を行うことによって得られた知見に基づいて具体的な提言を議会実務に発信することに努めた。その
意味で、憲法学における議会研究の進展に貢献する一方で、日本の国会のあり方にについての問題提起を行うと
いう社会的意義をも有する成果を示すことができたと考えている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
議会運営及びそれに基づく議会の作業量は、「時間」の問題と深く関わっている。しかし、この
「議会運営における時間」の問題は、従来、主に政治学の分野で議論され、憲法学においては
本格的な研究対象とはされてこなかった。また、この点について、憲法学と議会実務の世界と
の間に学術的交流はほとんどされていなかった。こうした学問的状況を前に、日本の国会のあ
り方はますます空洞化・形骸化の実態を示すようになっていたが、その原因の一つに日本独特
の会期制のあり方を挙げることができよう。本共同研究はまさにこうした問題状況を踏まえて
開始された。 
 
２．研究の目的 
本共同研究は、密接な関わりを有する「議会と時間」をめぐる諸問題を国際的な視野で検討
することにより、日本の国会が直面している国会審議と運営に関わる問題点を明らかにすると
ともに、それを解消するための方策を探究することを目的として遂行された。 
 
３．研究の方法 
 本共同研究は、まず研究分担者がそれぞれ主要国における「議会と時間」の関係について検
討し、それを研究代表者がまとめる形で遂行された。得られた知見を内部的な研究会で突き合
わせるとともに、複数の国際シンポジウムを通じて国内外の研究者や実務家に発信した。なお、
本共同研究の方法的特色は、何よりも、異なる分野に属する人々の相互交流と共同作業によっ
て実施されたことにある。具体的には、国を異にする人々の間での学術交流、そして異なる学
問領域に属する人々、例えば、憲法学者、政治学者、実務家の参加と協力を得て行われた。 
 
４．研究成果 

本共同研究の研究成果を、国際的な学術交流と成果の公表に焦点を合わせて簡潔にまとめる

と以下のとおりである。 

（1）外国（イタリア・フランス）での調査：2017年 9月に、イタリアとフランスの憲法裁判

所・憲法院と下院を訪問し、裁判官や議会職員にヒアリングを実施した。このヒアリングによ

り、それぞれの国における議会審議のあり方やそれに対する憲法裁判所の関与の仕方について

意見交換を行った。 

（2）国際ワークショップでの報告：①2018 年 3 月に、広島大学で開催された「第 12 回日仏

公法セミナー」において、研究代表者と分担者 2 名が研究生顔の一部をフランス語で報告し、

フランス人研究者と意見交換を行った。②2019 年 3 月に、研究代表者と分担者が渡仏し、リ

ール大学（テーマ：「議会と時間」－フランスと日本の視点の交錯）と INALCO（テーマ：日

本における民主主義、憲法及び議会）で研究成果の一部を公表するためのワークショップを合

同で開催し、フランスの研究者や学生と意見交換を行った。③2019 年 9 月にフランスのラン

スとパリで開かれた「第 13 回日仏公法セミナー」で研究代表者と 2 名の分担者が研究成果の

一部を報告し、参加していた多くのフランス人研究者と学術交流を行った。④2020年 2月に、

本共同研究の成果を総括する国際ワークショップを東京で開催した。フランスから 3名の研究

者を招聘し、研究をまとめるための意見交換を行った。 

（3）具体的な方策の提言を含む研究成果の公表：研究代表者が編者となって、『議会審議の国

際比較【議会と時間】の諸相』（北海道大学出版会、2020年 2月）を刊行した。そでは、会期

不継続原則の廃止や通年会期制の採用などの具体的な提言を行っている。なお、本書の構成は

以下のとおりである。 

 はじめに 岡田信弘（研究代表者） 

 第一部 考察の枠組み 

  第一章 国際比較から見た国会審議の特色と問題点－国会における「時間」の意義と特異

性－ 大山礼子 

  第二章 フランスにおける議会の時間 ジル・トゥルモンド/徳永貴志訳 

  第三章 合理化された議会制と立法手続 セリーヌ・ヴァンゼル/徳永貴志訳 



  第四章 会期制の比較研究 岡田信弘（研究代表者） 

第二部 国別の考察 

  第五章 フランス議会上院における法案審議の合理化と政府統制機能の強化 徳永貴

志（分担者） 

  第六章 フランスの立法過程における議会多数派の役割 ジュリー・ベネッティ/徳永貴

志訳 

  第七章 議会と時間－ドイツ連邦議会の事例－ セリーヌ・ヴァンゼル/岡田信弘・塩田

明子・徳永貴志訳 

  第八章 イタリアにおける議院規則改正と議会審議への影響 芦田淳 

  第九章 イギリス議会における時間をめぐる制度と運用 木下和朗（分担者） 

  第十章 アメリカ連邦議会における法案審議過程の特徴－近年の党派的分極化の中で

－ 新井誠（分担者） 

  第十一章 日本の国会審議の効率性と代表性 武蔵勝宏 

 第三部 総括と解題 

  第十二章 総括と解題－議会審議をどのように比較するのか－ 只野雅人（分担者） 

 なお、本書に収められている複数の論攷において、「議会と時間」をめぐる国会改革の具 

体的な方策として、会期不継続原則の廃止、通年会期制の採用、与党における事前審査制の 

廃止などが提言されている。 
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